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豪雪地域における人的被害の動向に基づく雪害対策ついて 

-３Ｄ画像を利用した屋根形状の調査- 

Measures against snow damage based on trends in human damage in heavy snowfall areas 
-Survey of roof shape by 3D image- 

 
◯立川 大貴 1，石鍋 雄一郎 2，中島 肇 3 

*Daiki Tachikawa1, Yuichiro Ishinabe2, Hajime Nakajima3 

 
Abstract: Over the past 10 years, 760 people have been killed by snow damage. In particular, looking at recent factors, many people died during 
snow removal work such as removing snow from the roof, and 70% of the victims were elderly people aged 65 and over. Looking at the white 
paper on firefighting, the section "Current status of measures against snow damage" has been added in recent years, and it has come to be 
recognized as an important issue. According to the data published in the White Paper on Firefighting published by the Fire and Disaster 
Management Agency of the Ministry of Internal Affairs and Communications, the damage caused by snow damage continues to occur every 
year, and the current situation is that it has not decreased. 
 

１．雪害による人的被害の発生状況 

北海道・新潟県の危機対策課の資料に基づき，平成２３

年以降の雪害による人的被害状況の年次推移を説明する
[ 1 ][ 2 ]． 

Figure 1，2に北海道における過去１０年間の雪害による死

傷者数と人的被害の発生要因について示す．Figure 1 より，

平成２４年では死者３３人，負傷者４８２人と最も多く，

一方で，令和元年では死者４人，負傷者１１５人と最も少

なくなっている．Figure 2 より，令和元年を除き，すべての

年度で「屋根転落」による死傷者が最も多く，次が「はし

ご転落」，以下「その他」，「落氷雪」，「除雪機」の順であ

った．屋根雪に関する事故が多く，累計でみると全体の７

６％を占めていた． 

Figure3，4に新潟県における過去１０年間の雪による死傷

者数と人的被害の発生要因について示す．Figure 3 より，平

成２３年では死者２９人，負傷者３５４人と最も多くなっ

ている．一方で，令和元年では死者１人，負傷者９人で最

も少なくなっている．Figure 4 より，全ての年度で「雪下ろ

し等除雪作業中」の死傷者が最も多く，次が「除雪機事

故」、以下「屋根雪落下等」，「その他」，「側溝等転落」，

「雪崩等」の順であった．「雪下ろし等除雪作業中」の事

故が他の要因と比較してもはるかに多く，屋根雪に関する

事故は累計で見ると全体の７７％を占めていた．また，平

成２３年，平成２６年，令和２年では「除雪機事故」が多

く，累計で見ると全体の１３％であり，北海道の２倍以上

の割合を占めている． 
  このように豪雪地域では，雪害による人的被害が毎年継

続的に起きているのが現状であり，有効な雪害対策が求め

られている． 

  

 
Figure 1. Number of casualties due to snow damage in Hokkaido[ 1 ] 

 
 
 
 
 
 
 
 

Figure 2. Cause of human suffering in Hokkaido[ 1 ]  
 

 

 
 
 
 
 
 
 

Figure 3. Number of casualties due to snow damage in Niigata Prefecture[ 2 ] 
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２．戸建住宅における屋根形状について 
既往研究[ 3 ]では，多数の住宅が密集した地域を対象とし，

航空写真から建物領域の抽出および屋根形状の自動識別に

ついて報告されている．従来の手動切り出しに比べ自動化

の意義は大きかったが，建物領域の抽出率は６０％未満で

あり，抽出率の低さ，誤抽出が課題としてあげられた．ま

た，人的被害の８割が屋根雪に関する事故であることより，

本報では，雪害による死者数の最も多い地域の屋根形状を

把握することを目的とする． 
２−１．調査方法 
北海道・新潟県の危機対策課の資料に基づき[ 2 ][ 3 ]，過去

１０年間における雪害による死者数の最も多い地域（北海

道岩見沢市８２５戸，新潟県十日町市６６２戸）の住宅屋

根形状について航空写真および建物を Google Earth により

３Ｄ表示し[ 4 ]，目視による簡易識別を行なった ． 
２–２．識別方法 
屋根形状は，１）寄棟，２）方形，３）切妻，４）段違

い，５）入母屋，６）片流れ，７）陸屋根，８）M型，９）

その他の９種類に識別する．屋根形状別の識別方法を以下

に記す． 
（１）寄棟：傾斜面が４面，頂点が６つのもの． 
（２）方形：傾斜面が４面，頂点が５つのもの． 

（３）切妻：傾斜面が２面，頂点が６つのもの． 

（４）段違い：傾斜面が２面，頂点が８つのもの． 

（５）入母屋：傾斜面が６面，頂点が１０のもの． 

（６）片流れ：傾斜面が１面，頂点が４つのもの． 

（７）陸屋根：平面が１面，頂点が４つのもの． 

（８）M型：屋根の中央部に樋があるもの． 

（９）その他：（１）〜（８）以外の屋根形状が複雑なも

の． 
２–３．調査結果 

Figure 5に北海道・新潟県の過去１０年間における雪害に

よる死者数の最も多い地域の住宅屋根形状について示す． 

北海道で累計死者数が最も多い岩見沢市の戸建住宅の屋

根形状について見てみると，「M型」が最も多く，全体の４

２％を占め，次が「切妻」，以下「片流れ」，「陸屋根」，

「段違い」，「入母屋」，「寄棟」，「その他」，「方形」の順で

あった．無落雪タイプの「M型」，「陸屋根」が全体の52％

を占める一方で，半数近くが「切妻」等の滑落雪が発生し

やすい勾配屋根も多いことがわかった． 

新潟県で累計死者数が最も多い十日町市の戸建住宅の屋

根形状について見てみると，「切妻」が全体の４８％を占

め，次が「片流れ」，以下「陸屋根」，「入母屋」，「M 型」，

「段違い」，「寄棟」，「その他」，「方形」の順であった．無

落雪タイプの「M型」，「陸屋根」は全体の１９％であり，  

Figure 4． Cause of human suffering in Niigata Prefecture[ 2 ] 

 
Figure 5． Percentage of roof shape[ 2 ] 

 

岩見沢市の３割程度である．一方で，「切妻」等の滑落雪

が発生しやすい勾配屋根が８０％程度であることがわかっ

た． 

 
３． まとめおよび今後の検討 

本研究では，人的被害の発生要因と屋根形状について調

査および比較を行い，特徴を把握した．今後は調査結果を

もとに雪害対策について検討を行う． 
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